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＜連絡事項＞
・冬季賞与のコメント配布をしています。12/28（水）12/29（木）　12:00～12:15　17:00

～17:15　病院2階事務室。

・12/31～1/3まで年末年始特別手当が支給されます。病院スタッフは2階庶務管理室にて8:00～18:00(13:00～14:00は除く)となっています。当日、欠勤･遅刻･早退をしたスタッフは対象外となります。
・薬品・衛生材料等の物品・破損については、今まで書類もなく、そのまま廃棄になっていましたが、管理上の問題から、物品破損・返品伝票にて対応することとなりました。H29.1.1から、注射剤などの破損・混注ミス・処方変更での廃棄・期限切れ・拒薬等については、薬局から払い出されている物は薬局に、庶務払い出しの衛生材料については庶務に提出してください。用紙は薬局に常備してあります。
・年末年始の薬局の勤務はオンコールも含め、梅内薬剤師が行うこととなります。12/31、

　1/2休み、1/1、1/3は午前中の勤務となりますので周知お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・上川原　豊様～発汗多量にあり、離脱症状の可能性もあることから本日夕よりジアゼパム(2)3T　3×ndE　6日分処方となる。

・宮地　久美子様～持参薬は使用せず、本日夕から臨時薬処方となる。朝の採血の検査項目にバルプロ酸Na追加の指示あり。

・佐藤　守様～本日排便-3日目。深澤Drへ報告し、センナリド2T　1×vds　1回分処方と

なる。

・馬場　清様～本日排便-6日目。深澤Drへ報告し、センナリド2T　1×vds　1回分処方と

なる。下剤服用しても排便無い場合は明日、再度指示受けするように指示。

・聖前　富次郎様～本日排便-4日目。馬渡Drよりセンナリド2T　1×vds　1回分処方となる。

＜隔離患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前中、声高さ、易怒的となることみられている。昼食は対面時も穏やか。引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。
・竹内　功様～入院や面会に対する不満を訴え、窓やドアを叩く行為みられ、介入にも興

　　　　　　　奮、易怒性あり。深澤Drへ報告し18:00終日隔離開始となる。本日も服薬･

食事の拒否あるがカロリーメイト、水分摂取はできている。スタッフがド

アを開けた際に退室しようとすることあり。引き続き、精神症状の観察を

行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞

・小林　浩哉様～興奮はなく経過しているが、喫煙室前の窓ガラスをなぞることや他者と身長が同じになるように屈み、後ろをついていく奇異行為あり。また、湯等の要求多く、本人希望にてロラゼパム服用している。引き続き、精神症状の観察を行い、他者トラブルがないよう介入していく。

・宮地　久美子様～多弁、他者への干渉目立っている。また、他者と口論となることあるが、スタッフの介入にてトラブルには至っていない。

・中居　松男様～放歌、他室侵入等と迷惑行為著明。また、女性スタッフへの威嚇行為みられている。食事は朝は不食しているが昼食は主食1/2のみ摂取、エンシュアリキッド飲用できている。ベッドを破損させる行為もあるため、主治医へ情報提供していく。

・澤村　彬様～ステーション内に侵入することや自分の薬カートから薬を取ろうとする行為あり、介入している。介入に対し手の抵抗なし。

・續石　啓介様～時折、血便みられている。苛々した様子なく、食事も摂取できている。明日、朝に膀胱留置カテーテル抜去し、自排尿の有無を確認していく。

・鳥谷部　洋次様～点滴拒否なく施行している。経口摂取の拒否もない。水分摂取時にむせ込みあり、深澤Drへ報告し本日夕から味噌汁トロミへ食事変更となる。

・石川　広光様～内服時、コップに吐薬することあり。促しにて服用することはできており、易怒的となることなし。確実に服用できるよう介入行っていく。

・上川原　豊様～食事摂取はできており、バイタルサイン異常なし。発汗多量にあり、衣類調整促している。外傷部の疼痛訴えはなく経過している。転倒後より記憶がないとの訴え聞かれているが疎通は良好。飲酒をしていた可能性が高いため、離脱症状に注意していく。

・松倉　冨美子様～夜間2:00より覚醒し、以後は不眠で経過。日中は臥床傾向。有線放送で聴こえてきた、安比に孫がいて倒れた等、幻聴に関しての訴え聞かれている。日課は支障なく行うことできている。

＜OTより＞

・畑中　成夫様～女性スタッフへの性的発言聞かれており、他者へも影響を及ぼしている。また、特定女性患者様との距離が近く、介入しているがスタッフの目を盗み、近づくことあり。

＜皮膚科＞

・中居　松男様～本日より新規で診察開始となっている。処置は継続。

＜新入院患者様＞

氏　　名：上川原　豊様(56)

生年月日：昭和35年11月8日
主病名　：統合失調症

入院形態：任意入院(当院3回目）

担当医　：深澤Dr

【経過】

　H27年7月17日当院退院後は定期的な外来通院と訪問看護、青陽館を利用していた。

　H28年12月27日 自宅にて倒れ右眉上に外傷。八戸赤十字病院へ救急搬送される。諸検査実施し、翌28日も同院の受診の為、予約し帰宅している。 H28年12月28日八戸赤十字

病院受診の為、青陽館の欠席との連絡があり。同院受診後の連絡を貰うこととしていたが、本人より連絡がなく経過。青陽館スタッフより、本人へ連絡し、当院の受診を進めるが本人拒否していた。16：55訪問看護スタッフに付き添われ、当院受診。言動まとまり無く、ふらつき著明にあり、精査加療の必要性あり、17：10東合併症室へ任意入院となる。

